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I 

 

はじめに 

 

 

 2019 年（令和元年）10 月 12 日 19 時頃に，静岡県伊豆半島に上陸した台風第 19 号は，

東日本地域を中心に記録的な大雨と甚大な被害をもたらした。日本政府はこの災害に対し，

台風としては初の「特定非常災害」の適用を行ったほか，熊本地震（2016 年）以来，二例

目の大規模災害復興法の「非常災害」を適用した。また災害救助法の適用自治体は全国で

390市区町村に上り，東日本大震災（2011年）を超えて過去最大規模の適用となった。 

 わが国では地勢上，台風や降雨前線の影響を受けやすく，毎年各地で洪水災害が発生し

ており，「ハード」「ソフト」両面からの災害対策が継続的に行われてきている。しかし，

近年でも 2015 年（平成 27 年）9 月の関東・東北豪雨災害では，茨城県常総市において市

役所が浸水し機能不全に陥ったほか，2016年（平成 28年）8月の台風第 10号では，岩手

県岩泉町の高齢者施設が浸水し，入居者に人的被害が発生した。また，2018 年（平成 30

年）7月の西日本豪雨災害では中国地方，四国地方において広域にわたって甚大な被害が発

生した。こうした事態を背景に，水防法の改正によるハザードマップの見直しや，避難勧

告等に関するガイドラインの改訂が行われ，2019年 3月より 5段階の「警戒レベル」の運

用が開始されている。一方，被災者支援の枠組みにおいては，1995 年の阪神・淡路大震災

を契機に災害対策基本法改正において行政がボランティアによる防災活動の環境整備に努

める旨が明記されたことを端緒とし，その後も継続的に関係者間で検討が重ねられ，2011

年の東日本大震災後において，防災基本計画のなかに「防災ボランティア活動の環境整備」

や「ボランティアの受け入れ」などが位置付けられるようになっている。近年では，災害

対応の課題を解決することを目的とし，支援者間の連携促進と支援の調整を行うために「（1）

行政による被災者支援」，「（2）災害ボランティアセンター（社会福祉協議会）」，「民間セク

ターによる被災者支援組織（NPO・NGO，民間企業，生活協同組合，青年会議所等）」の

三者連携の枠組において支援活動が徐々に実施されるようになってきている。さらに直近

の災害においては，ITや AIによる災害情報技術や官民協働の支援方策の導入等，より実効

性を目指した新たな取り組みが展開されるようにもなってきている。災害の多くは，被災

者にとっては「個人の記憶」となるが，将来に向けて被害を最小化していくために，これ

を正しく記録し，検証調査等を通した「社会の記憶（記録）」としていくことが重要である。

本報告書は，令和元年台風第 19 号により被災した栃木県宇都宮市において，NPO 等が連

携して被災者支援を担った「うつのみや暮らし復興支援センター」が主体となり，被災者

を対象とした質問紙調査を実施・分析を行ったものである。本報で行った検証と災害記録

を通して，今後の災害の備えと地域防災力の向上方策の参考になれば幸いである。 
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とちぎ YMCA https://www.tochigiymca.org/ 
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調査結果概要 

 

本調査は，2019 年 10 月 12 日に発生した令和元年台風 19 号において，栃木県宇都宮市

を基盤に活動するNPO等が合同で立ち上げた被災者支援のための連携組織「うつのみや暮

らし復興支援センター」が主体となって実施したものである。本調査の目的は，台風によ

る洪水災害被害を正しく記録し，後世に伝えるための安全・安心な暮らしの実現に向けた

課題を把握するとともに，今後の地域のボランティア活動や支援の参考とするものである。 

 

⚫ 調査概要 

調査地域：栃木県宇都宮市・田川流域の被災地域（東連合自治会・錦連合自治会） 

調査対象：留め置き郵送回収・質問紙調査法（1,242世帯配布：1世帯あたり 3部封入） 

調査方法：自治会加入者の家族（中学生 13歳以上） 

回収率等：448世帯（36.1%）・個人回答者数：763人 

 

⚫ 栃木県および宇都宮市の被害概要 

栃木県における人的被害では死者 4 人が発生したほか，住家被害では全壊 83 棟，半壊

5,233棟，一部損壊 8,666棟にのぼり，全国比でみると，半壊棟数は第一位の福島県 12,560

棟に次ぐ規模であり，一部損壊等数は，全国で最も多い被災数値を記録した。また宇都宮

市では，24時間降水量が観測史上最大の「325.5ミリ」となり，1957年に記録した「219.4

ミリ」を大幅に上回る記録的な豪雨となった。これにより，市内では，姿川流域および田

川流域において住家の浸水被害が発生し，その数は床上浸水 607 棟，床下浸水 331 棟にの

ぼった。本調査で対象とした JR宇都宮駅の西側に位置する田川流域の東連合自治会地区お

よび錦連合自治会地区を含む地域は，発災前の 2019年 3月に改訂・公開された洪水ハザー

ドマップにおいて新たに浸水想定域に含まれた地域であり，域内では，「床上浸水」の割合

が 60%を超えたほか，半壊世帯も数多く発生した。 

 

⚫ 調査対象地域における浸水状況と避難状況 

※ 2019年 10月 12日 20時台から排水不良等に伴う域内浸水が発生（写真，証言等） 

※ 自宅外への世帯避難率（27.2%），防災メール受信や警戒レベルの発表，テレビ報道等

を契機に避難を開始したほか，近隣の声掛け等の共助が一定程度機能したが，日没以降の

既浸水域内の遠距・離水平避難のため，二次災害発生の危険性も有していたことが考えら

れる。また，自動車保有率が高い本地域では，自動車を移動して避難させていない世帯の

うち，45.3%が浸水による自動車被災を経験しており，水害対応の車両保険未加入者の自動

車再購入等において，家計の圧迫・復興感の障壁となっていることが示唆された。 

※ 災害情報取得において「スマートフォン」の利用は，高齢者でもその利用はみられる

ものの割合が少なく，宇都宮市により防災ラジオ購入のための補助拡大が行われている。 
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⚫ 被災後の家財等の清掃片付け完了時期・主観的復興感 

※ 「床下浸水」世帯よりも「床上浸水」世帯において，清掃片付け等の完了時期が遅延・

遅滞しており，主観的復興感も同様の傾向がみられた。 

※ 災害後の生活復興・再建にむけた支出の状況では，「床下浸水」世帯では 25 万円以下

の支出世帯が多く，「床上浸水」世帯では，「100～200 万円未満」，「200～500 万円未満」

の支出世帯が卓越したが，家屋再建等で多額の支出を要した世帯もみられた。 

 

⚫ 被災後の主観的健康感 

※ 平時の健康状態（発災前）が「ふつう」以上の「やや健康である」，「健康である」人

においても，被災後の健康悪化が微増していたほか，加齢に伴う健康悪化の割合も増加傾

向がみられた。 

 

⚫ 災害対応・被災者支援方策の検討（提言） 

1）域内学校施設の階上避難・民間施設利用・自動車による避難の検討 

2）河川近傍の避難誘導・警報装置設置の検討 

3）自助・共助の取り組みの推進 

4）多様な主体の連携による被災者支援（三者連携による災害対応）体制の構築 

5）行政における災害情報発信・被災後の手続き方策の検討 

 

⚫ 被災者支援と災害写真記録収集の取り組み 

※ 発災後において，宇都宮市を基盤に活動する複数の NPO等により「うつのみや暮らし

復興支援センター」が組織され，被災者のニーズの聞き取りや困りごと相談のほか，水害

後の家屋修繕・カビの除去等に係る講習会，被災者の居場所づくりのほか，災害サポート

レンタカーや清掃用機材等の貸し出しなどが行われた。 

※ 被災者自身によって撮影された写真等の収集を通して，「個人の記憶」を「みんなの記

憶」（社会の記憶と記録の共有）とすることを目的として，8 名からの写真と情報提供を受

けた。収集した写真はデジタル保存を行い「田川増水・溢水時の写真」のほか「避難所（昭

和小学校）内の写真」「家屋内浸水の写真」「浸水痕跡・堆積土砂等の写真」などに分類・

整理し本報への掲載を行った。 

 

 

 

以上 


